
健康福祉・医療委員会 

令和４年９月 14 日 

医 療 局 

 

 

市第 53 号議案 令和４年度横浜市一般会計補正予算（第３号）（医療局関係部分） 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症対策補正（7 款 8 項 1 目 医療政策費）             （単位：千円） 

事業名 

９月補正前 

現計予算 

（※） 

補正額 

補正額の財源 
９月補正後 

現計予算 県費 その他 市債 一般財源 

重症・中等症患者等 

入院受入奨励事業費 
240,000 430,600 0 0 0 430,600 670,600 

二次救急医療対策 

事業費 
363,380 75,400 0 0 0 75,400 438,780 

計 603,380 506,000 0 0 0 506,000 1,109,380 

（※）現計予算には、令和３年度繰越明許費を含みます。 

 

（１）重症・中等症患者等入院受入奨励事業費（補正額： 430,600 千円） 

入院治療を必要とする陽性患者等の円滑な受入れを促進するために実施した、医療機関への支援に 

ついて、令和３年度下半期の実績確定に伴い支援金を増額します。 

 

＜対象＞ 

    陽性患者等の積極的な受入れについて、市と協定を締結した医療機関 
 

＜支援内容＞ 

①  陽 性 患 者：１人当たり       200,000 円 

②  発熱等疑似症患者：１病院四半期当たり   1,000,000円 

 

＜補正予算積算額＞ 

（補正前の額）  （今後の支出見込額）   （不足額） 

240,000 千円  －  670,600千円  ＝  ▲430,600千円 

 

 

（２）二次救急医療対策事業費（補正額：75,400千円） 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、救急搬送件数が増加する中、救急搬送時の現場滞在時間を

縮減し、円滑な救急体制を維持するため、救急医療機関に対し、補助を行います。 

 

裏面あり 



ア 対象 

   横浜市救急医療体制参加医療機関及び市内救急告示病院 66か所 

 

イ 実施期間 

   令和４年８月１日から 12月 31日まで 

 

ウ 支援内容 

   受入照会４回目の救急患者受入：１人当たり 30,000円 

   

＜補正予算積算額＞ 

① 令和３年度の受入照会回数４回目での受入救急患者        3,435人 

② 令和３年度の受入照会回数５回目以上での受入救急患者×１／２  2,597人 

③ 実施期間（５か月）／年間（12 か月） 

④ 受入照会４回目の救急患者受入１人当たりの補助額       30,000 円 

  

（ ①3,435人 ＋ ②2,597人 ） × ③５／12か月 × ④30,000円 ＝ 75,400千円 

  （千円未満切上げ） 

 


